
令和３年 第１０回

戸田市教育委員会定例会

令和３年１０月２１日（木）午前９時３０分

戸 田 市 役 所 ３ 階 教 育 委 員 室

戸田市教育委員会



第１０回教育委員会（定例会）次第

１ 開会

２ 前回の会議録の承認

３ 教育委員提案 別添 資料№１のとおり

４ 報告事項 別添 資料№２のとおり

５ 議事                                      ページ

（１）専決処理事項の報告

報告第２０号 生涯学習課所管施設の開館時間変更について････････････････････････････１

（２）議案

議案第３０号 令和３年度一般会計（教育委員会関係）１２月補正予算（案）について････４

議案第３１号 令和３年度海外留学奨学事業特別会計１２月補正予算（案）について･････１１

議案第３２号 戸田市立小・中学校通学区域に関する規則の一部を改正する規則（案）･･･１３

議案第３３号 図書館戸田公園駅前配本所の臨時休所について････････････････････････１５

議案第３４号 彩湖自然学習センター（みどりパル）開館時間の変更について･･･････････１８

６ その他

（１）次回の教育委員会の日程（案）

令和３年１１月１８日（木）午前９時３０分～

（２）その他

７ 閉 会



生涯学習課所管施設の開館時間変更について

戸田市立芦原小学校生涯学習施設開館時間変更について 

１ 開館時間 

【変更前】午前９時から午後９時３０分 

【変更後】午前９時から午後９時（ただし、貸室の利用時間は午後８時３０分まで） 

※状況により変更になる場合あり。

２ 期 間 

令和３年１０月１日（金）から令和３年１０月２４日（日）まで 

３ 理 由 等 

戸田市新型コロナウイルス対策本部会議において、市内公共施設等の利用時間について、

１０月２４日（日）までは午後９時までとすることが決定されたため。 

４ 参 考

戸田市立芦原小学校生涯学習施設運営要綱 ～抜粋～

（利用時間） 

第３条 施設の利用時間は、午前９時から午後９時３０分までとする。 

（休館日） 

第４条 施設の休館日は、次のとおりとする。 

(1) １月１日から同月３日まで及び１２月２９日から同月３１日まで

(2) その他教育委員会が必要と認めた日

報告第２０号
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戸田市立図書館上戸田分館の開館時間変更について 

１ 開館時間 

変更前   午前９時から 午後９時３０分まで 

変更後   午前９時から 午後９時まで   

２ 期 間   令和３年１０月１日（金）から令和３年１０月２４日（日）まで 

３ 理 由 等 

戸田市新型コロナウイルス対策本部会議において、当該施設の開館時間の短縮が

決定したため。 

４ 参 考

戸田市立図書館条例施行規則 ～抜粋～ 

（利用時間） 

第４条 図書館の利用時間は、次のとおりとする。ただし、戸田市教育委員会（以下

「教育委員会」という。）が必要と認めたときは、これを臨時に変更することができ

る 。 

名称 利用時間 

戸田市立中央図書館 月曜日から金曜日まで（その日が国民

の祝日に関する法律（昭和２３年法律

第１７８号）第３条に規定する休日

（以下「休日」という。）である場合

を除く。）は午前９時から午後８時ま

でとし、日曜日、土曜日及び休日は午

前９時から午後６時まで 

戸田市立図書館上戸田分館 午前９時から午後９時３０分まで 

戸田市立図書館下戸田分室、戸田市

立図書館美笹分室及び戸田市立図

書館下戸田南分室 

午前９時から午後６時まで 

戸田市立図書館戸田公園駅前配本 月曜日から金曜日まで（その日が休日
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所 である場合を除く。）は午前８時３０

分から午後８時までとし、日曜日、土

曜日及び休日は午前９時から午後５

時３０分まで 

第９章 雑則 

第３４条 第４条から第１０条の２まで、第１２条から第１８条まで及び第２０条か

ら第２３条までの規定は、第３１条の規定により図書館の管理に関する業務を行う

指定管理者について準用する。この場合において、第４条中「戸田市教育委員会（以

下「教育委員会」という。）が必要と認めたときは」とあるのは「指定管理者は、

教育委員会の承認を得て」と、第８条中「館長が」とあるのは「指定管理者が教育

委員会の承認を得て」と、第９条第１項、第４項及び第８項中「教育委員会」とあ

るのは「指定管理者」と、第１０条及び第１０条の２中「館長が」とあるのは「指

定管理者が教育委員会の承認を得て」と、第１２条、第１３条、第１６条から第１

８条まで並びに第２２条中「教育委員会」とあるのは「指定管理者」と 読み替える

ものとし、第１号様式から第８号様式までに替わるものを指定管理者が別に定める

ものとする。 
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務

期
間

限
　
度
　
額

(
以
下
の
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
加
算
し
た
額
)

事
項

消
防
設
備
保
守
点
検
業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度

1
,
6
9
0
,
0
0
0

令
和
３
年
度
～
令
和
６
年
度

貯
水
槽
清
掃
等
業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度

1
,
9
1
4
,
5
0
0

（
教
育
総
務
課
）

3
4
4
,
1
6
0
,
0
0
0

（
教
育
総
務
課
）

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
構
築
業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度

1
1
,
4
0
0
,
0
0
0

（
教
育
総
務
課
）

（
教
育
総
務
課
）

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
保
守
業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
９
年
度

1
8
,
2
0
0
,
0
1
8

教
育
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
基
盤
構
築

業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度

4
,
5
5
4
,
0
0
0

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
機
器
一
式

令
和
３
年
度
～
令
和
９
年
度

6
2
,
6
0
9
,
8
9
1

（
教
育
総
務
課
）

（
教
育
総
務
課
）

笹
目
東
小
学
校
プ
ー
ル
槽
塗
装
修
繕

令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度

6
,
3
1
7
,
1
4
0

（
教
育
総
務
課
）

7



事
　
　
　
項

期
　
　
　
間

限
　
度
　
額

(
以
下
の
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
加
算
し
た
額
)

貯
水
槽
清
掃
等
業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度

1
,
3
7
8
,
6
0
0

戸
田
南
小
学
校
教
室
棟
増
築
工
事
設
計
業

務
令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度

教
育
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
基
盤
保
守

業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
９
年
度

5
,
1
4
6
,
3
6
4

（
教
育
総
務
課
）

（
教
育
総
務
課
）

教
育
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
基
盤
機
器

一
式

令
和
３
年
度
～
令
和
９
年
度

3
2
,
1
9
5
,
4
0
0

小
学
校
（
９
校
）
校
舎
（
含
給
食
調
理

場
）
空
調
設
備
賃
貸
借

令
和
３
年
度
～
令
和
１
４
年
度

8
3
9
,
9
0
4
,
0
0
0

（
教
育
総
務
課
）

2
7
,
0
0
3
,
0
0
0

（
教
育
総
務
課
）

消
防
設
備
保
守
点
検
業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度

9
0
0
,
0
0
0

（
教
育
総
務
課
）

（
教
育
総
務
課
）

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
構
築
業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度

5
,
7
0
0
,
0
0
0

学
校
校
務
員
業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
６
年
度

1
7
2
,
0
8
0
,
0
0
0

（
教
育
総
務
課
）

（
教
育
総
務
課
）

8



Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
業
務

令
和
3
年
度
～
令
和
6
年
度

2
7
,
2
1
6

小
学
校
補
習
授
業
業
務

令
和
3
年
度
～
令
和
4
年
度

8
,
4
5
2

（
教
育
政
策
室
）

（
教
育
政
策
室
）

事
項

期
間

限
　
度
　
額

(
以
下
の
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
加
算
し
た
額
)

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
保
守
業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
９
年
度

9
,
0
9
9
,
9
8
2

（
教
育
総
務
課
）

（
教
育
総
務
課
）

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
機
器
一
式

令
和
３
年
度
～
令
和
９
年
度

3
1
,
3
0
4
,
9
4
5

教
育
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
基
盤
保
守

業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
９
年
度

2
,
5
7
3
,
6
1
8

教
育
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
基
盤
構
築

業
務

令
和
３
年
度
～
令
和
４
年
度

2
,
2
7
7
,
0
0
0

（
教
育
総
務
課
）

教
育
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
基
盤
機
器

一
式

令
和
３
年
度
～
令
和
９
年
度

1
6
,
0
9
7
,
6
7
2

（
教
育
総
務
課
）

（
教
育
総
務
課
）

（
教
育
総
務
課
）

中
学
校
校
舎
空
調
設
備
賃
貸
借

令
和
３
年
度
～
令
和
１
４
年
度

3
2
6
,
7
3
6
,
0
0
0
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（
継

続
費

変
更

）
（
単
位
：
千
円
）

総
　
　
額

年
　
　
度

年
　
割
　
額

総
　
　
額

年
　
　
度

年
　
割
　
額

R
3

6
5
,
0
0
0

R
3

6
5
,
0
0
0

R
4

2
,
3
4
4
,
0
0
0

R
4

1
,
8
0
0
,
0
4
4

R
5

2
,
0
4
2
,
7
0
0

R
5

1
,
5
5
7
,
0
5
6

R
3

2
7
8
,
0
0
0

R
3

2
3
0
,
0
0
0

R
4

1
,
5
5
7
,
8
4
8

R
4

1
,
4
1
7
,
2
0
0

R
5

3
4
4
,
0
0
0

R
5

2
5
0
,
0
0
0

R
6

1
,
2
3
6
,
7
5
2

R
6

1
,
1
6
8
,
5
0
0

（
教
育
政
策
室
）

教
育
相
談
事
業
委
託
（
中
学
校
）

令
和
3
年
度
～
令
和
4
年
度

4
,
5
4
3

事
　
　
　
項

期
　
　
　
間

限
　
度
　
額

(
以
下
の
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
加
算
し
た
額
)

新
曽
小
学
校
教
室
棟
（
含
給
食
調
理
場
）
増

築
等
工
事

3
,
4
1
6
,
6
0
0

3
,
0
6
5
,
7
0
0

1
0
教
育
費

0
2
小
学
校
費

款
項

事
　
業
　
名

補
　
　
正
　
　
前

補
　
　
正
　
　
後

戸
田
第
一
小
学
校
改
築
等
工
事
（
Ⅰ
・
Ⅱ

期
）

4
,
4
5
1
,
7
0
0

3
,
4
2
2
,
1
0
0

10



（
歳

入
）

（
単
位
：
千
円
）

細
節

　
 
：

 
○

細
々

節
 
：

 
・

0
2
繰
入
金

1
2
,
9
9
2

△
4
,
6
5
7

8
,
3
3
5
○
0
1
海
外
留
学
奨

学
基
金
繰
入
金

△
4
,
6
5
7

0
1
海
外
留
学
奨
学
基
金
繰
入
金

【
補
正
理
由
】

0
1
海
外
留
学
奨
学
基
金
繰
入
金

0
1
海

外
留

学
奨

学
基

金
繰

入
金

0
3
繰
越
金

1
2
9
1

2
9
2
○
0
1
前
年
度
繰
越

金
2
9
1

0
1
繰
越
金

【
補
正
理
由
】

0
1
繰
越
金

0
1
繰

越
金

(
教
育
総
務
課
)

（
歳

出
）

（
単
位
：
千
円
）

節
　

　
 
：

 
節

細
節

　
 
：

 
○

細
々

節
 
：

 
・

0
1
事
業
費

1
3
,
0
3
0

△
4
,
3
6
6

8
,
6
6
4
節
0
1
報
酬

3
3

0
1
事
業
費

○
0
2
委
員
報
酬

3
3

0
1
事
業
費

・
0
1
委
員
3
人

3
3

0
1
海
外
留
学
奨
学
資
金
事
業

節
0
8
旅
費

3
0

0
1
海

外
留

学
奨

学
資

金
事

業
○
0
1
費
用
弁
償

3
0

(
教
育
総
務
課
)

【
補
正
理
由
】

節
1
8
負
担
金
、
補
助
及
び
交
付
金

△
4
,
7
0
0

○
0
3
交
付
金

△
4
,
7
0
0

・
0
1
海
外
留

学
奨
学
資
金

△
4
,
7
0
0

【
補
正
理
由
】

令
和

３
年

度
　

海
外

留
学

奨
学

事
業

特
別

会
計

　
１

２
月

補
正

予
算

（
案

）
に

つ
い

て

款
・
項
・
目
・
節

補
正
前
の
額

（
節
）

補
正
額

（
節
）

計
（
節
）

報
酬
及
び
旅
費
、
奨
学
資
金
交
付
金
は
繰
入
金
を
原
資
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
報
酬
及
び
旅
費
増
額
分
を
同
額
増
額
し
、
奨
学
資

金
交
付
金
減
額
分
を
同
額
減
額
す
る
補
正

予
算
積
算
時
に
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
前
年
度
繰
越
金
が
確
定
し

た
こ
と
に
よ
る
補
正

説
明

説
明

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
た
令
和
２
年

度
２
回
目
募
集
の
奨
学
生
申
請
者
に
対
す
る
選
考
委
員
会
の
令
和

３
年
度
追
加
実
施
に
伴
う
、
選
考
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を

増
額
す
る
補
正

予
算
積
算
時
に
未
決
定
で
あ
っ
た
留
学
生
（
令
和
２
年
度
２
回
目

募
集
及
び
令
和
３
年
度
１
回
目
募
集
）
に
対
す
る
奨
学
資
金
の
額

が
決
定
し
た
た
め
、
予
算
額
と
の
差
額
を
減
額
す
る
補
正

款
・
項
・
目
・
大
事
業
・
中

事
業

補
正
前
の
額

（
中
事
業
）

補
正
額

（
中
事
業
）

計
（
中
事
業
）

議
案
第
３
１
号
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節
　

　
 
：

 
節

細
節

　
 
：

 
○

細
々

節
 
：

 
・

節
2
4
積
立
金

2
9
1

　
○
0
2
そ
の
他
の

基
金
積
立
金

2
9
1

　
　
・
0
1
海
外
留

学
奨
学
基
金
積
立
金

2
9
1

【
補
正
理
由
】

予
算
積
算
時
に
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
前
年
度
繰
越
金
が
確
定
し

海
外
留
学
奨
学
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
よ
る
補
正

款
・
項
・
目
・
大
事
業
・
中

事
業

補
正
前
の
額

（
中
事
業
）

補
正
額

（
中
事
業
）

計
（
中
事
業
）

説
明
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議案第３２号 

戸田市立小・中学校通学区域に関する規則の一部を改正する規則（案） 

戸田市立小・中学校通学区域に関する規則（平成２７年教育委員会規則第１０

号）の一部を次のように改正する。 

別表第１戸田市立美女木小学校の項中「大字美女木」を「美女木北１～３丁

目」に改める。 

附 則 

この規則は、令和３年１１月１日から施行する。

13



戸
田

市
立

小
・

中
学

校
通

学
区

域
に

関
す

る
規

則
新

旧
対

照
表

 

改
正

前
 

改
正

後
(
案

）
 

本
則

 
（

略
）

 
本

則
 

（
略

）
 

附
 

則
 

（
略

）
 

附
 

則
 

（
略

）
 

附
 

則
 

こ
の

規
則

は
、

令
和

３
年

１
１

月
１

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

別
表

第
１

（
第

３
条

関
係

）
 

校
名

 
通

学
区

域
 

（
略

）
 

（
略

）
 

戸
田

市
立

美

女
木

小
学

校
 

美
女

木
２

～
４

丁
目

、
笹

目
北

町
、

美
女

木
東

１
、

２

丁
目

、
大

字
美

女
木

（
略

）
 

（
略

）
 

別
表

第
１

（
第

３
条

関
係

）
 

校
名

 
通

学
区

域
 

（
略

）
 

（
略

）
 

戸
田

市
立

美

女
木

小
学

校
 

美
女

木
２

～
４

丁
目

、
笹

目
北

町
、

美
女

木
東

１
、

２

丁
目

、
美

女
木

北
１

～
３

丁
目

（
略

）
 

（
略

）
 

別
表

第
２

～
別

表
第

４
 

（
略

）
 

別
表

第
２

～
別

表
第

４
 

（
略

）
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議案第３３号

戸田市立図書館戸田公園駅前配本所の臨時休所について 

１ 休所日時 

（１）令和３年１０月３０日（土）、３１日（日）

午前９時から午後５時３０分まで 

（参考）該当施設以外の中央図書館、分館、分室は通常開館 

（２）令和３年１１月３０日（火）

午前８時３０分から午後８時まで 

（参考）該当施設以外の中央図書館、分館、分室は月末休館日 

行政センターは通常開所 

２ 理 由 

（１）美女木向田地区の住所整理対応によるシステムメンテナンス及び

館内整備に伴い、戸田公園駅前行政センターが休所するため

（２）図書館システムバージョンアップに伴い、図書館システムを終日

停止させるため

３ 参 考 
◎戸田市立図書館条例 ～抜粋～

（休館日）

第６条 図書館の休館日は、次のとおりとする。ただし、教育委員会が必要と認めた

ときは、これを臨時に変更し、または定めることができる。 

区分 休館日 

戸田市立中央図書館、戸田市立図書

館下戸田分室及び戸田市立図書館

美笹分室 

(1) 毎月の第２月曜日、第４月曜日

及び第５月曜日（その日が国民の祝

日に関する法律（昭和２３年法律第

１７８号）第３条に規定する休日

（以下「休日」という。）である場

合を除く。） 

(2) １月１日から同月４日まで及び

１２月２９日から同月３１日まで 

(3) 館内整理日（毎月末日。ただし、

15



その日が日曜日、土曜日又は休日で

ある場合を除く。以下同じ。） 

(4) 特別整理期間（毎年１回１５日

以内で教育委員会が定める日。以下

同じ。） 

戸田市立図書館上戸田分館 (1) 毎月の第３月曜日（その日が休

日である場合を除く。） 

(2) １月１日から同月３日まで及び

１２月２９日から同月３１日まで 

(3) 館内整理日

(4) 特別整理期間

戸田市立図書館下戸田南分室 (1) 毎月の第１火曜日、第３火曜日

及び第５火曜日（その日が休日であ

る場合を除く。） 

(2) １月１日から同月４日まで及び

１２月２９日から同月３１日まで 

(3) 館内整理日

(4) 特別整理期間

戸田市立図書館戸田公園駅前配本

所 

(1) 戸田市行政センター条例（平成

２２年条例第１号）第７条の表アに

規定する戸田市戸田公園駅前出張

所の休所日 

(2) 特別整理期間

（指定管理者による管理） 

第９条 教育委員会は、地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)第 244 条の 2 第 3 項の規

定により、法人その他の団体であって教育委員会が指定するもの(以下「指定管理

者」という。)に図書館の管理に関する次の業務を行わせることができる。 

(1) 図書館の利用に関する業務

(2) 図書館の施設(設備及び物品を含む。以下同じ。)の維持管理に関する業務

(3) その他教育委員会が必要と認める業務

２ 指定管理者が前項各号に掲げる業務を行う場合において、第 6 条の規定中「教育

委員会」とあるのは、「指定管理者の申出を受け、教育委員会」とする。 
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◎戸田市行政センター条例 ～抜粋～

(休所日) 

第 7 条 休所日は、次のとおりとする。 
戸田市戸田公園駅前行政センター 

構成施設名 休所日 

ア 戸田市戸田公園駅前出張所 (ア) 1 月 1 日から同月 3 日まで及び 12 月

29 日から同月 31 日まで 

(イ) その他市長が必要と認める日

イ 戸田市観光情報館トビック (ア) 戸田市戸田公園駅前出張所の休所日

(イ) その他市長が必要と認める日

ウ 戸田市戸田公園駅前子育て広場 (ア) 戸田市戸田公園駅前出張所の休所日

(イ) 日曜日、土曜日及び国民の祝日に関

する法律(昭和 23年法律第178号)第 3条に

規定する休日(一時預かり事業に限る。) 

(ウ) その他市長が必要と認める日

◎図書館システムバージョンアップの概要

今回追加される機能について （主なもの） 
①図書館ホームページで本を検索したときに、書誌詳細画面に書影（本の表紙）が

表示されるようになります。

②図書館ホームページの「利用者のページ」に「今度読みたい本」機能が追加され、

今度読みたい本や記録しておきたい本を登録できます。（２００件まで）

③検索結果一覧画面で在架状況が〇×でわかるようになります。

④検索結果一覧画面で、現在在架している資料だけを絞り込んで表示できるように

なります。

⑤検索結果一覧画面から予約カートに入れたい資料にまとめてチェックが入れら

れるようになります。

⑥返却期限日お知らせメールが受信できるようになります。

⑦予約繰下期間を指定できるようになり、利用者自身が旅行中や入院中で図書館に

行けない期間に予約本の順番が回ってこないように設定できます。

⑧図書館ホームページの「利用者のページ」に「忘れ物があります」「メールアド

レスを確認してください」等の図書館からのメッセージが表示されます。
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議案第３４号 

彩湖自然学習センター（みどりパル）開館時間の変更について 

１ 実施期間 令和３年１１月２３日（火・祝）～令和３年１２月２８日（火） 

２ 実施施設 彩湖自然学習センター（みどりパル） 

３ 延長時間・内容 

 上記の期間中、午後４時３０分から午後４時４５分までの１５分間、

開館時間を延長し、５階展望室及び展望広場、１階玄関までの通路の

利用を認める。ただし、悪天候の場合は、中止する。 

４ 周知方法 ・広報戸田市１１月号

・館内ポスター掲示

・彩湖自然学習センターホームページ掲載

・Facebook（フェイスブック）等ソーシャルメディア

（資料映像）彩湖自然学習センターからの夕日 

参考資料 戸田市立郷土博物館条例施行規則 ～抜粋～ 

（開館時間） 

第４条 郷土博物館の開館時間は、午前１０時から午後４時３０分までとする。ただし、

戸田市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が必要と認めたときは、これを変

更することができる。 
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彩湖自然学習センターの日の入り時刻
※時間は山並みによって前後します。

月　　日 日の入り時刻
11月23日 16時31分
11月24日 16時30分
11月25日 16時30分
11月26日 16時30分
11月27日 16時29分
11月28日 16時29分
11月29日 16時29分
11月30日 16時29分
12月1日 16時28分
12月2日 16時28分
12月3日 16時28分
12月4日 16時28分
12月5日 16時28分
12月6日 16時28分
12月7日 16時28分
12月8日 16時28分
12月9日 16時28分
12月10日 16時29分
12月11日 16時28分
12月12日 16時28分
12月13日 16時29分
12月14日 16時29分
12月15日 16時29分
12月16日 16時30分
12月17日 16時30分
12月18日 16時30分
12月19日 16時31分
12月20日 16時31分
12月21日 16時32分
12月22日 16時32分
12月23日 16時33分
12月24日 16時33分
12月25日 16時34分
12月26日 16時34分
12月27日 16時35分
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資料 ＮＯ．１ 
 
 
 
 
 
 

教育委員提案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和３年第１０回教育委員会(定例会) 

令 和 ３ 年 １ ０ 月 ２ １ 日 ( 木 ) 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 教育委員提案

ページ

① １人１台端末環境における学びの在り方－長期休業期間中の学びについて－（長道委員）･･･１

（教育政策室）

② １人１台端末環境における管理のあり方について（木村委員・長道委員）･････････････････５

（教育総務課・教育政策室）



1

26409
フリーテキスト
教育委員提案①
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3
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令和３年１０⽉ 教育委員提案

１⼈１台端末環境における端末等の管理の在り⽅

⼾⽥市教育委員会
教 育 総 務 課
教 育 政 策 室

1

GIGA スクール構想の実現
に向けた学習者⽤端末等の
整備に伴い、多くの 端末や
アカウントを「⼾⽥市学校
情報セキュリティポリ
シー」及び「共通実施⼿
順」に基づき、適切に管
理・運⽤する必要がある。

管理の基本的な考え⽅
〇⼾⽥市のICT環境

校務⽤及び指導者⽤端末を
１台ずつ貸与

⼩３以上に１台ずつ貸与
（⼩１・２は２⼈で１台）

【教師】 【児童⽣徒】

市内合計 1,610台 市内合計 10,960台
※今年度中に追加整備（1539台）予定

【参考】⼾⽥市学校情報セキュリティポリシー
第⼆章の４「⼈的セキュリティ」より抜粋

教育委員提案②
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端末・アカウントの管理⽅法

〇端末・アカウント名簿による管理

・「⼈」「端末」「使⽤アカウント」を名簿に記⼊し、対応させて管理。

・アカウントのパスワードの管理は⾏わず、管理者にパスワードリセッ
ト権限を付与。

端末・アカウント管理に関する指導

〇アカウント管理を児童⽣徒⾃⾝が⾏えるようにすることが原則
・パスワードは誕⽣⽇など安易なものとしない、他⼈には教えないことを指導
・教師も原則としてパスワード管理を⾏わず、リセット権限による対応

【参考】通知・事務連絡により学校へ指導

【参考】学校と共有しているQ&A（主に情報管理担当者向け研修会等で活⽤）
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学校の取組（⼾⽥東⼩学校）

保護者へ共通確認事項

学校の取組（喜沢⼩学校）

教職員の共通認識事項の確認
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7

〇MDM（Mobile Device Management）の導⼊
・学習に必要なアプリ等は⼀元管理し、運⽤している。
（学校や⽣徒が勝⼿にインストールできない設定。）
・端末を無くしてしまった場合、MDM（Mobile Device Management）

により端末の利⽤停⽌が可。
・利⽤する端末のパスワードをリセットする際も、対応可。
〇フィルタリングソフトの導⼊
・貸与端末にはフィルタリングソフトを導⼊しており、学校、家庭で同様

のフィルターがかかる。また、①閲覧したURL（接続先にリンクされて
いるもの含む）、②接続元のIPアドレス・接続時刻を把握することが可。

〇端末が壊れたとき
・「端末家庭利⽤ガイドライン」をもとに、補償対象の場合は対応可。

→紛失、故意による毀損・故障等は補償の対象外であり、修理や再調達
の費⽤は保護者負担。

〇持ち帰り時の対応
・貸与端末を利⽤する場合、「端末貸出同意書」を保護者より提出。

安⼼安全な利⽤に向けて

補償について

8

参考）事故発⽣時の対応フロー図
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資料 ＮＯ．２

報告事項

令和３年第１０回教育委員会(定例会) 

令 和 ３ 年 １ ０ 月 ２ １ 日 ( 木 ) 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室



１ 報告事項 
ページ 

 
① 令和３年９月戸田市議会定例会 教育関連一般質問及び常任委員会について･･･････････････１ 
（教育総務課） 

 
② 令和３年度第２回奨学資金貸付内訳（新規分）について････････････････････････････････１０ 
（教育総務課） 

 
③ 令和３年度中学校選択制による入学希望校申込状況について･･･････････････････････････１１  
（学務課） 

 
④ 令和３年度優秀な教職員の表彰について･････････････････････････････････････････････１２ 
（学務課） 

 
⑤ 中学校部活動関東・全国大会の結果について･･････････････････････････････････････････１３ 
（教育政策室） 

 
⑥ 人権教育指導者研修会の開催について･･･････････････････････････････････････････････１４ 
（生涯学習課） 

 
⑦ 岐阜女子大学・戸田市連携講座の開催について････････････････････････････････････････１５ 
（生涯学習課） 

 
⑧ その他 



報告事項① 

令和３年９月戸田市議会定例会 教育関連一般質問及び常任委員会について 

 

三浦芳一議員（公明党） 

１ 交通安全対策について 

 （3）認証制度「セーフティプロモーションスクール（SPS）」について。 

→ セーフティプロモーションスクールとは、学校独自の学校安全の推進を目的とし

た取組で、大阪教育大学が独自に認証するものである。 

認証に当たっては、認証を希望する学校長から認証支援申請をすることとなって

おり、各学校長の判断によって申請を行うものであると捉えている。 

 

野澤茂雄議員（戸田の会） 

１ 戸田市立中学校６校の「部活動」について 

(1) 中学校の部活動の現状について。 

→ 今年度、コロナ禍にあっても市内中学校では７３の運動部、３０の文化部が積極

的に活動しております。部活動は、興味や関心を共通にする生徒の自主的・自発的

な参加により取り組まれてきており、本年度も県や関東、全国大会に出場し、素晴

らしい成績を収めている。 

（2）戸田市部活動方針（平成３０年７月策定）の内容と現在の実施状況について。 

→ 戸田市では、「量」から「質」への転換およびエビデンスに基づいた合理的、効

果的な部活動をコンセプトに、平成３０年７月に「戸田市部活動方針」を定め、適

正かつ継続的な部活動の運営体制の在り方に係る方向性を示しました。内容につい

ては「活動計画の共有」「休養日の設定」「活動時間の設定」「早朝練習の禁止」「参

加する大会の精選」「体罰・いじめの禁止、安全管理の徹底等」となる。現在は新

型コロナウイルス感染症に係る国や県の通知を参考にしながら、各校において本方

針に沿って部活動に取り組んでいる。 

（3）部活動指導員について。 

→ 本市ではこれまで、ボランティアの外部指導員を配置し、部活動における専門的

な指導を通して顧問を支援してきた。本年度は市内全ての中学校で合計２７名を配

置している。また、令和元年度からは、部活動サポート委託事業に取り組んでいる。

これは、民間企業に対し、各競技の専門家による部活動の指導を委託する事業であ

る。生徒への直接指導だけでなく、顧問への助言等を通じて、競技未経験の顧問の
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指導力向上や負担軽減等、部活動の支援を行っている。 

 一方、文部科学省が平成２９年に法令で位置づけた部活動指導員については、市

が報酬を支払って学校職員として任用し、単独で引率等の一定の活動を認めるもの

ですが、本市では先ほど申し上げました支援に取り組んでいるため、現時点では配

置しておりません。また、人材確保等の課題もあるため、今後、研究を進めていく。 

（4）スポーツ庁の指針「部活動の段階的な地域移行」を踏まえた「部活動の地域との

協働」について。 

→ スポーツ庁をはじめ、関係省庁から「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革に

ついて」が出されており、その中で「令和５年度以降、休日の部活動の段階的な地

域移行」が挙げられている。「学校と地域が協働・融合した部活動」が生徒、教職員

や学校、保護者・地域へもたらす効果に期待ができる一方、想定される課題も多々

あることから、まずは、既に市内で活動をしている総合型地域スポーツクラブとの

連携について研究を進めていく。 

２ コロナ禍における小中学校の「修学旅行」等の校外学習について 

（1）昨年度、本年度の修学旅行等の校外学習の現状及び今後の見通しについて。 

→ 修学旅行等の校外における行事は、学習指導要領の特別活動の中に位置付けられ

ており、日常とは異なる環境の中で、自然や文化などに親しむとともに、よりよい

人間関係を築くことや公衆道徳についての貴重な体験を積むことをねらいとしてい

る。また、このような行事は友達や先生とかけがえのない思い出となる有意義な教

育活動であると考えている。 

昨年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、多くの学校が林間学校

や修学旅行等を実施することができませんでした。しかし、児童生徒や保護者の皆様

の心情を踏まえて各校で工夫し、児童生徒が積極的に関わり、代わりとなる行事を実

施してきた。 

今年度も、昨年度と同様、児童生徒の安全の確保の為、まん延防止等重点措置の対

象区域に指定されたり、緊急事態宣言が発令されたりした場合は、校外における行事

を延期または変更する方針を市で示しております。そのため、滞在先や宿泊日数を変

更することも検討しながら、児童生徒や保護者の皆様の心情を踏まえ、安全に実施で

きる方法を模索している。 

教育委員会としても、修学旅行をはじめとする学校行事は、児童生徒にとってかけ

がえのない、一生の思い出に残る行事であると考えている。新型コロナウイルス感染
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症対策の徹底を図り、可能な限り実施をしたいという思いを校長会とも共有している

が、感染症が拡大している状況では、安全面を考慮して、教育委員会も学校も苦渋の

決断をしていることを御理解いただけると幸いである。 

佐藤太信議員（戸田の会） 

３ 公共施設予約システム及び図書館の貸出券等について 

(3) 図書館の貸出券の更新及び貸出の予約手続について。

→ 戸田市立図書館条例施行規則において、貸出券の有効期間は、交付の日から１年

間とし、以後１年ごとに更新するものとしている。有効期間を設けた経緯としまし

ては、住所、氏名、電話番号等の変更の届出が十分に徹底されず、返却期限を過ぎ

た資料について、督促ができない事例が生じていたため、利用者登録情報を正確に

把握し、督促等の際に連絡が取れるよう、平成２７年２月から、貸出券の更新制度

を導入したものである。 

貸出券の更新の際には、住所、氏名の確認できるもの、在勤・在学の場合は併せ

て勤務地、学校の所在地が確認できるもののご提示をお願いしている。利用資格の

確認をオンラインで行うためには、図書館システムの改修に加え、利用者情報をい

かに確認するか等の運用面での検討が必要になる。 

次に、貸出の予約手続についてお答えする。図書館のホームページでは、所蔵す

る資料を検索し予約ができますが、市で所蔵していない資料は、図書館システム上

にデータがないため、紙のリクエストカードで受付し、対応している。そのため、

ホームページから未所蔵資料のリクエストをオンラインで可能にするためには、図

書館システムの改修に加え、リクエスト件数の増加に伴う、資料購入費の予算確保

等も課題となる。 

貸出券の更新及び貸出の予約手続については、これらの課題を踏まえ、今後の図

書館システムの更新に向け、利用者の利便性向上につながるよう、検討していく。 

むとう葉子議員（日本共産党戸田市議団） 

１ 学校教育における１人１台のパソコン等端末整備について 

昨年３月４日、新型コロナ感染対策での一斉休業を受け、本市でも児童生徒に対し

て、１人１台のパソコン端末の整備を行い、自宅での学習機会を確保できるようにな

った。 
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(1) 幾つかの健康被害が指摘されているが、市の取組について伺う。 

→ パソコン端末等の使用による健康被害について国の見解では、文部科学省から発

行されたガイドブックにおいて、学校での利用時間程度であれば、健康面での影響

は生じないとの考えが示されている。 

ご家庭でのテレビやゲーム、スマートフォンの使用などの影響もあることから、

学校でのパソコン使用と健康被害との、因果関係はもちろん、相関関係についての

根拠等は得られていない。 

今後についても、引き続き、視力の低下や電磁波による影響など個別の健康被害

について、国からの通知等の動向を注視していくとともに、保護者や児童生徒から

個別の相談があった場合には、適切に対応するよう、学校に働きかけていく。 

 

小金澤優議員（立憲民主とだ） 

１ 県が発表した保健所による積極的疫学調査の縮小について 

（1）疫学調査について。 

② 保育所や学校における調査について。 

→ 積極的疫学調査の縮小に伴い、学校における調査の対象は、陽性となった児童生

徒・教職員及び同居家族等となる。その他、濃厚接触者については、特定がされな

いこととなる。そのため、今後の感染拡大防止について、学校、学校医、教育委員

会が連携し対応していく。 

 

花井伸子議員（日本共産党戸田市議団） 

２ 障がい児教育の充実について 

（1）特別支援学級について 

① 来年度の新曽中学校、芦原小学校への開設の見通しについて本市での電子書籍

の導入の検討について。 

→ 第４次戸田市教育振興計画では、「多様性を尊重し、全ての子供たちが力を発揮

できるような誰一人取り残さない学びの保障」を方針として掲げ、その主な施策

として「多様な学びの場」の整備を進めている。 

次年度の見通しについて、新曽中学校につきましては、既に教室の確保等、開

設準備は整っているので、ニーズに応じて開設していく。また、芦原小学校につ

いては、現在、教室不足のため設置ができていないが、令和６年度には教室不足
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が解消される見込みとなっている。令和６年度の開設に向けた検討を引き続き進

めていく。 

(2) 個々の障がいに適応した支援と学習、環境整備について。 

  ① 通常学級への補助支援員の配置について。 

→ 現在の補助支援員の配置の状況ですが、市費会計年度任用職員として、小学校全

１２校に「教育支援員」を配置し、通常学級に在籍する配慮を要する児童生徒を中

心に学習や生活の支援を行っている。 

② 特別支援学級教諭並びに補助員の定着化と専門性のスキルアップについて。 

→ 特別支援学級を担当する人材の確保や育成、専門性の向上につきましては、特別

支援学級の開設や増設が進む中、重要な課題の一つである。これについて、県では、

特別支援学級を初めて担当する教師を対象とした研修を実施している。また、経験

と専門性を有する特別支援教育推進専門員が学校の要請に応じて派遣され、経験の

少ない担当教諭へ指導・助言している。 

本市においては、民間企業で特別支援教育の知見を有する者、これまで特別支援

学級を指導してきた経験豊富な者を特別支援教育アドバイザーとして独自に委嘱

し、特別支援学級担当教諭の OJT 研修を実施している。アドバイザーは、各校を巡

回し、日常的に指導・助言をすることで特別支援学級担当教諭の専門性を高め、個々

の障害に適応した支援につなげている。 

また、本市においては、全国的にも先進的な取組として、特別支援教育に関す

る専門的な知見や実績を有する民間企業や大学と連携した質の高い研修会を実施

し、特別支援学級担当教諭に限らず、学校全体で特別支援教育の理解と実践につな

げる取組を進めている。 

特別支援学級だけでなく、通常学級の中にも学びにくさを感じている子供たち

は少なくない。今後も「誰一人取り残さない教育」に向けて、全ての教師の特別支

援教育についての理解と実践が進むよう、引き続き研修会の充実や校内研修の支援

に努めていく。 

③ 個々に応じた学習プログラムについて。 

→ 学校では、子供たち本人と保護者の希望、本人の状況を踏まえながら、一人一人

の教育的ニーズに応じた個別の教育支援計画を作成している。また、個別の教育支

援計画を基に、各教科等における配慮事項等を含めた個別の指導計画を作成し、特

別支援学級に在籍する子供たち一人一人に応じた目標、内容及び指導方法の工夫を
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明確にして指導にあたっている。 

また、本市では、一人一人の教育的ニーズに応じた支援の充実に向け、専門的な

知見を有する民間企業や大学と全国に先駆けて、個別の教育支援計画及び個別の指

導計画作成システムについての共同研究も進めている。現在、市内モデル校にて導

入し、効果検証をしながら、質の高い計画の作成に向けた取組を進めている。     

今後も特別な支援を必要とする子供たちの自立と社会参加の実現に向けて、教育

的ニーズを的確に把握しながら、個別の教育支援計画、個別の指導計画を活用した

支援の充実に努めていく。 

④ 入学式、卒業式における対応について。 

→ 入学式、卒業式での対応は、学校ごとに特別支援学級に在籍する子供たちの状況

等に応じて、呼名の方法や座席の配置などの配慮を行っている。 

 

林冬彦議員（令和会） 

２ 戸田市電子図書館等について 

(1)現況や特徴について。(2)利用状況について。 

→ 戸田市電子図書館は、パソコン、スマートフォン、タブレットなどから、気軽に

読書を楽しむことができるもので、令和３年１月８日からサービスを開始した。電

子図書館の特徴は、図書館に来館することなく、いつでもどこでも電子書籍の検

索・予約・貸出・閲覧ができ、また、借りた電子書籍は、返却期限を過ぎると自動

的に返却処理されますので、返し忘れることもない。さらに、文字が拡大でき、音

声で読み上げる機能もある。 

利用できる方は貸出券の交付を受けた戸田市在住・在勤・在学の方で、貸出数量

は３点以内、貸出期間は１５日以内となっている。利用状況については、本年７月

末現在、資料点数は７，６８９点、貸出利用人数は延べ１，０３８人、貸出点数は

延べ２，４３５点である。利用者を年代別に見ますと、４０代が最も多く、次に５

０代、３０代の順となっている。 

(3) 戸田市電子図書館及び図書事業に関する広報について。 

→ 戸田市電子図書館及び図書館で行うイベント等については、広報戸田市、ホーム

ページ、チラシ、ポスター等で広く周知しているほか、上戸田分館ではツイッター、

フェイスブック、インスタグラムなどのＳＮＳを活用した情報発信を行っている。 

(4) 評価について。 
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→ 図書館では年に１回、利用者アンケートを実施している。本年２月下旬に行った

アンケートでは、電子図書館を利用したことがあると回答した方は、回答者全体の

３２パーセントで、そのうち「満足」または「どちらかといえば満足」と回答した

方は、５５パーセントでした。また、「電子図書館の蔵書数を増やしてほしい」と

いうご要望が１０件あった。 

 (5) 課題について。(6) 今後の構想について。 

→ 電子書籍は、著作権が切れた本は無料で利用できる一方で、購入する場合は紙の

書籍に比べ単価が高いことや、書籍によっては、貸出回数制限等があり、ある一定

の時期が来ると、再度買いなおす必要があるなどの電子書籍特有の課題がある。 

電子図書館の今後につきましては、人生 100 年時代を迎え、自分らしく豊かに生

きるために生涯学習の重要性が高まっている中で、図書館への来館が難しい場合や、

高齢者及び障がい者など、従来型の活字による読書が困難な人が主体的に学ぶこと

を支援するサービスとして、力を入れていきたいと考えている。 

 

竹内正明議員（公明党） 

１ 特別支援教育について 

 (1) 特別支援学級の現状について 

→ 現在、市内特別支援学級は小・中学校合わせて１８校中１６校に設置している。

令和３年度には戸田東小学校と戸田東中学校に新設した。新設については毎年検討

を進めており、特にここ数年では平成２７年度から毎年新設してきた。 

現在設置されていない２校については、教室の確保とニーズの確認を進め、全校

設置を目指していく。 

(2) インクルーシブ教育について 

→ インクルーシブ教育とは、障害の有無に関わらず共に学ぶことを目指すものであ

る。本市では、第４次教育振興計画に「多様性を尊重し、全ての子供たちが力を発

揮できるような誰一人取り残さない学びの保障」を掲げ、インクルーシブ教育の推

進を図っている。 

そのための取組として、平成３０年度から民間企業や大学と連携して、共同研究

を進めている。例えば、障害のある児童が適応しやすい学級の雰囲気の条件を明ら

かにするための研究や、応用行動分析学に基づくポジティブな行動支援を学校全体

で取り組む研究などを通し、障害の有無に関わらず、全ての子供に有効な支援方法
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について実践を深めている。 

また、現在市内全体で活用を推進している ICT は、特別支援教育と親和性が非常

に高く、例えば、教師がデジタルコンテンツを使って視覚的にわかりやすく説明し

たり、タブレットの画面上で意見交換を行うことで自らの学びを深めたりするなど

の例がある。 

このような取組により、インクルーシブ教育を推進し、共生社会の実現を目指し

ていく。 

 

(3) かけはし特別支援学校との連携について 

→ 今年度から新たに戸田かけはし特別支援学校が新設され、設置以前から通学区域

検討委員会や地域有識者会議に教育委員会の職員が委員として出席し、連携を図っ

てきた。 

現在は、未就学児を含む児童生徒の就学に係る協議を行う機関である戸田市就学

支援委員会の委員として戸田かけはし特別支援学校の教師を委嘱したり、戸田かけ

はし特別支援学校の学校運営協議会に教育委員会の職員が委員として参加したり

して、新たな連携を進めている。 

 

酒井郁郎議員（戸田の会） 

２ 小中学生の健康改善について 

牛乳アレルギーや乳糖不耐症などの疾患により、牛乳が飲めない小中学生が多く存

在する。 

(1)  牛乳アレルギーや乳糖不耐症などの疾患について、また牛乳が飲めないことで

不足するカルシウム・タンパク質等栄養素の補充について啓発を。 

→ 食物アレルギーについては、毎年、全児童生徒の保護者から「食物アレルギー状

況調査票」を提出いただき、牛乳アレルギー等の状況について把握している。今年

度は、牛乳アレルギーや乳糖不耐症などにより、牛乳を飲めない児童生徒は約９０

名弱となっている。 

→ 牛乳アレルギーや乳糖不耐症などにより、牛乳を飲むことで身体に支障を来す場

合などは、保護者から学校への申し出に基づき、個別に対応している。また、牛乳

を飲めないことにより、不足する栄養素の摂取につきましては、予定献立表や食育

だより等で適宜啓発していく。 
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(2) 学校給食で乳糖分解済み乳飲料や飲むヨーグルト、植物性ミルク等、牛乳代替品

を選択できるようにしては。 

→ 現在、牛乳アレルギーや乳糖不耐症などにより、牛乳を飲むことが出来ない場合、

希望により牛乳を提供しないことが可能であり、その場合給食費は牛乳分を差し引

いて徴収している。 

牛乳代替品の選択の実施については、少量では納入業者の対応が難しいことなど

から、各自が水筒を自由に持参できることとしており、牛乳代替品の持ち込みも可

能としている。 
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貸付単価（円）

（年額）

2 150,000

貸付申請者数 2人

貸付決定者数 2人

1 60,000

私　立

0

私　立 300,000

令和３年度第２回奨学資金貸付決定内訳（新規分）

学校種別 人数（人）
貸付金額（円）

（半年分）

高等学校
高等専門学校
　（１学年から３学年）
専修学校（高等課程）

国公立 120,000

0 0

合 計

180,000 1 90,000

大学・短期大学
高等専門学校
　（４学年及び５学年）
専修学校（専門課程）

国公立 240,000 0

報告事項②
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報告事項③

令和３年度中学校選択制による入学希望校申込状況について 

令和 3 年 9 月 24 日集計  

学  校  名  
Ａ 通 学 区 域 内

で 希 望 し た  
児 童 数 (⼈ ) 

Ｂ 通 学 区 域 外
か ら 希 望 し た

児 童 数 (⼈ ) 

Ｃ 通 学 区 域 外
児 童 受 ⼊  

予 定 定 員 数
(⼈ ) 

合 計 希 望 数
(⼈ )Ａ ＋ Ｂ  

⼾ ⽥ 中 学 校  
(通 常 学 級 ) 

239 49 35 288 

⼾ ⽥ 東 中 学 校  
(通 常 学 級 ) 

186 23 35 209 

美 笹 中 学 校  
(通 常 学 級 ) 

98 0 35 98 

喜 沢 中 学 校  
(通 常 学 級 ) 

183 9 10 192 

新 曽 中 学 校  
(通 常 学 級 ) 

355 14 35 369 

笹 ⽬ 中 学 校  
(通 常 学 級 ) 

195 32 35 227 

⼾ ⽥ 中 学 校  
(特 別 ⽀ 援 学 級 ) 

6 1 7 

⼾ ⽥ 東 中 学 校  
(特 別 ⽀ 援 学 級 ) 

2 1 3 

美 笹 中 学 校  
(特 別 ⽀ 援 学 級 ) 

2 0 2 

喜 沢 中 学 校  
(特 別 ⽀ 援 学 級 ) 

1 0 1 

笹 ⽬ 中 学 校  
(特 別 ⽀ 援 学 級 ) 

6 5 11 

合   計  1,273 134 1,407 

※ 希望校の選択は、10 月 18 日から 25 日の間、最終決定期間を設けています。

※ 特別支援学級の希望者は、抽選いたしません。
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 報告事項⑤ 
 

令和３年度中学校部活動 関東・全国大会 結果一覧 

※灰色網掛けにいついては「全国大会」出場  

 

 
競 技 種 目 ／ 大 会 名 種 目 ／ 成 績 会場 

戸
田
中 

（１）ボート 

第４１回全日本中学選手権競漕大会 

男子舵手付きクォドルプル 

男子Ａ第５位 男子Ｂ準決敗退 

女子舵手付きクォドルプル 

女子Ａ・Ｂ予選敗退 

長野県 

諏訪郡 

（２）陸上 

第４９回関東中学校陸上競技大会 

男子３０００ｍ 

４位 

埼玉県 

熊谷市 

（３）陸上 

第４８回全日本中学校陸上競技選手権大会 

男子３０００ｍ 

予選敗退 

茨城県 

那珂市 

戸
田
東
中 

（１）ボート 

第４１回全日本中学選手権競漕大会 

女子シングルスカル 

１１位 

長野県 

諏訪郡 

（２）陸上 

第４９回関東中学校陸上競技大会 

１年女子１００ｍ 

予選敗退 

埼玉県 

熊谷市 

新
曽
中 

（１）陸上 

第４９回関東中学校陸上競技選手権 

男子２００ｍ 

３位 

埼玉県 

熊谷市 

（２）陸上 

第４８回全日本中学校陸上競技選手権 

男子２００ｍ 

２位 

茨城県 

那珂市 

（３）体操 

  第５２回関東中学校体操競技大会 

女子団体  総合２位 

女子個人総合  ５位 

女子段違い平行棒５位 

女子平均台   ２位 

女子ゆか    ４位 

群馬県 

前橋市 

（４）体操 

  第５２回全国中学校体操競技大会 

女子団体総合  ４位 

女子平均台   ３位 

女子ゆか    ５位 

神奈川県

藤沢市 

（５）水泳 

  第４５回関東中学校水泳大会 

男子４００ｍメドレーリレー 

２０位 

神奈川県

横浜市 

（６）水泳 

  第６１回全国中学校水泳大会 

女子５０ｍ自由形 １６位 

女子１００ｍバタフライ １５位 

千葉県 

習志野市 

笹
目
中 

（１）ボート 

第４１回全日本中学選手権競漕大会 

女子シングルスカル 

６位 

長野県 

諏訪郡 

（２）陸上 

第４９回関東中学校陸上競技選手権 

男子１００ｍ  ６位 

女子走り幅跳び ２位 

埼玉県 

熊谷市 

（３）陸上 

第４８回全日本中学校陸上競技選手権 

男子１００ｍ １０位 

女子走り幅跳び ６位 

茨城県 

那珂市 

13



報告事項⑥ 

令和３年度 戸田市民大学認定講座         募集  

人権教育指導者研修会 
～人としての尊厳をもち 生きる権利を守るために～ 

 

回 日  時 テ ー マ 講  師 

１ １１月 ８日（月） 
〇同和問題と人権 
「暮らしの中の人権感覚」 

 

 

埼玉県県民生活部人権推進課  

  須藤 一郎   氏 
  

２ １１月１２日（金） 

〇女性の人権 
「ジェンダー平等をめざして

～男女共同参画の現状と課

題～」 

         

埼玉県男女共同参画推進センター 

男女共同参画専門員  

黒須 さち子 氏 

 

場   所   戸田市文化会館３０４会議室 

時   間   午後２時～３時３０分（受付は午後１時３０分から） 

対象・定員   市民１０名（他に市人権教育推進協議会会員等の参加あり） 

認定単位数   ２単位 

持 ち 物      筆記用具、メモ用紙等 

申込方法     一般市民は １０月４日（月）午前８時３０分より受付開始。 

右下の二次元コードまたは電話・メール・FAX にて下記まで。 

※先着順  

主  催     戸田市  戸田市教育委員会  戸田市人権教育推進協議会 

偈愀       戸田市人権教育推進協議会同和教育部会 

 

 
【お申し込み・お問い合わせ先】 

教育委員会生涯学習課 （戸田市民大学事務局） 

電 話 048－441-1800（内線 ３０８、3４2） 

ＦＡＸ 048－432-9910             

メール kyo-syogaigaku@city.toda.saitama.jp    

生涯学習マスコット  

マナビィ 

＼お申込みはこちら／ 
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岐阜女子大学との連携により、戸田市にいながら岐阜の歴史や文化を学べます。 

この機会に、お気軽にご参加ください！ 

回 開 催 日 テ ー マ ・ 内 容 講 師 

１ 
11 月１３日（土） 

【対面講義】 

「岐阜の地芝居」 
 地芝居（地歌舞伎）は地元の人々が役者

となって演じる芝居です。江戸時代から日

本各地で行われてきましたが、岐阜は特に

盛んな地域で、芝居小屋なども多く残って

います。岐阜の地芝居について歴史をたど

りながら見ていきます。 

岐阜女子大学 

地域文化研究所 

講師 辻 公子 先生

２ 

12 月４日（土） 

【遠隔講義】 
※岐阜女子大学からオンライ
ンで講義を生配信します。

「エンターテイメントとして
の鵜飼」 
観光資源である「ぎふ長良川鵜飼」は、
国内外へどのように紹介されてきたので
しょうか。海外の鵜飼との比較を交えな
がら、観光鵜飼について考えます。 

岐阜女子大学 

文化創造学部 

助教 瀬戸 敦子 先生 

時   間  午後２時～３時３０分 
対象・定員 市内在住・在勤・在学者 

【対面講義の会場受講・遠隔講義の会場での受講】 18 人 

【オンライン受講】１００人 ※オンデマンド（YouTube）配信なし 

会   場  教育センター ２階会議室 

認定単位数 ２単位 

お 申 込 み １０月４日（月）午前８時３０分から受付を開始します。 ※費用無料・申込順 
右下の二次元コードを読み取り、お申込みフォームからお申込みください。 
電話またはメ－ルでのお申込みの際は、氏名、電話番号、年代、講座名、 
市内在住・在勤・在学のいずれかを明示してください。 

持 ち 物  筆記用具、市民大学受講票（持っていない方には希望により交付します） 

【お申込み・お問合せ先】 

教育委員会 生涯学習課 （戸田市民大学事務局） 

電 話 048－441-1800（内線 308、３42） 

ＦＡＸ 048－432-9910 
メール kyo-syogaigaku@city.toda.saitama.jp

募集 

岐岐阜阜女女子子大大学学・・戸戸田田市市連連携携講講座座  
～～～岐岐岐阜阜阜ののの伝伝伝統統統・・・文文文化化化ににに触触触れれれるるる～～～   

生涯学習マスコット 

マナビィ

お申込みは

こちら

【令和３年度戸田市民大学認定講座】 報告事項⑦
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